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第６回教育振興基本計画･生涯学習推進計画策定委員会（第一部会） 会議録 

 

日  時 令和８年８月 31 日（月）14:00～15:00 

場  所 長野市役所 会議室１４１ （第一庁舎４階） 

出 席 者 ＜出席委員＞ 

      荒井英治郎委員  市川 寛委員   笠井 澄人委員   木原 均委員 

   島田 稔委員   田中 武委員   𠮷江 速人委員     

＜事務局＞   

石坂教育次長副任兼総務課長 山口学校教育課長 竹内保健給食課長 藤原家庭・地

域学びの課長 丸山主幹兼総務課課長補佐 花石学校教育課課長補佐 寺島家庭・地

域学びの課課長補佐 髙野学校教育課主任指導主事 秋山学校教育課指導主事 児島

総務課係長 轟企画課主査 小宮山こども・若者政策課長 湯本こども総合支援セン

ター所長 宮原子育て給付課長 小山保育・幼稚園課長 

 

議  題 (1) 長野市教育振興基本計画について 

       (2) その他 

＜議事内容＞ 

（1）長野市教育振興基本計画の施策体系について 資料１－１ 資料１－２   

  丸山主幹兼総務課課長補佐から資料に基づいて説明 

 

「基本的方向 1」及び基本施策 1-1「社会変化に応じた教育の推進」について 

荒井部会長 基本的方向１を「子どもたちの明日を拓く力を育成する環境づくりの推進」と修正

したがいかがか。 

     異議なし 

荒井部会長 基本施策 1-1 の文章末尾の「育成するを支える環境づくり」は「育成する環境づく

り」に修正が必要である。 

笠井委員  「遊びや生活を通じて」の文章は、主語・述語に違和感がある。また「異文化」とい

う表現は、近年「多文化」にシフトしているのではないか。 

荒井部会長 異文化については、市長部局とも使い方の整理が必要であるので、確認していただ

きたい。 

𠮷江委員  「デジタル学習基盤」の意味を知りたい。 

山口学校教育課長 

      次期学習指導要領の改定で国の論点整理で使われている表現で、主に一人一台端末 

      の有効活用をイメージしていると考えている。 

𠮷江委員  「デジタル学習基盤を前提とした」という表現はデジタル偏重の印象があるので、

工夫した方がよい。  

      また、レジリエンスの注釈が必要。 

荒井部会長 英語教育の箇所で「研修」が重複しているので整理が必要。また、「家庭・地域等・
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学校」の順番について、記載全体との整合を見て再検討が必要。 

基本施策 1-2 「全ての子どもたちを包み込む学校づくりの推進」について 

𠮷江委員  「副学籍」という表現は一般的には分かりにくいのではないか。 

荒井部会長 制度としてあるので、別の表現にするか、若しくは注釈が必要である。 

木原委員  全体を通して「目指す内容」で「目指します」と「実現します」が混在しているた

め、語尾の整理をした方がよい。 

笠井委員  施策 1-2-3 の「他者からの影響だけでなく、…アンケート調査の活用等を通じて…」

で、他者の影響とは何を指しているのか、アンケート調査をどう活用するのか分か

りにくいので、文書を整理した方がよい。 

𠮷江委員  「教育支援センター」の注釈に公的な施設とはあるが、フリースクールとの違いが

分かりにくいため、ニュアンスが知りたい。 

荒井部会長 注釈を、「公的な施設」から「教育委員会又は学校が設置する施設」に変更するなど、

分かりやすい書き方の検討が必要である。また、「設置するとともに、○○スタッフ

の派遣等により」は「派遣する等」のように「する」に揃えた方がよい。 

 

基本施策 1-3「安全・安心で健やかな成長を支える学習環境の整備」について 

木原委員  「石けん」とあるが、学校現場では、液体石けんが基本だと思われる。 

笠井委員  学校施設整備で「トイレの洋式化等を進めています」とあるが、記載するほど設置

率が低いのか。 

石坂教育次長副任兼総務課長 

      学校のトイレは昨年度末時点で 77％、今年度の工事を含めると 80％を見込んでい

る。体育館のトイレはまだ課題が残っている。 

 

基本施策 1-4「教職員の資質能力の向上」について 

荒井部会長 ＩＣＴの注釈は３ページに出てくるため、初出箇所に付した方がよい。また、1-4-2

の主な取組状況が少ないが、他にもあると思われるので記載を充実したほうがよい。 

市川委員  教職員の研修先の例示として、実際にフリースクールで研修を受けた先生がいるの

で、不登校関連施設の記載も検討してほしい。 

荒井部会長 すでに実績もあるので、検討が必要である。 

𠮷江委員  12 ページは「子ども」とあるが、他では「子どもたち」となっている箇所が多いの

で、整合性をとらなくてよいか。 

山口学校教育課長 

修正を検討する。 

 

児童生徒アンケートの実施状況について  

丸山主幹兼総務課課長補佐から資料に基づいて説明 

荒井部会長 何か意見はあるか。 

   （特段の意見なし） 

参考資料として引き続き確認をお願いする。 
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丸山主幹兼総務課課長補佐 

資料内容については、午前中に開催した第二部会でも了解を得ている。 

 

次回について 

丸山主幹兼総務課課長補佐 

今回の意見を反映した修正版をお示し予定。 

次回から全体会で９月 29 日(火) 午後３時からを予定。 

策定の進捗状況により、予備日として 10 月 21 日（水）午後２時からも予定。 

 

会議資料 資料 1-1 第四次長野市教育振興基本計画 施策検討資料 

     資料 1-2  第四次長野市教育振興基本計画 施策検討資料（見え消し） 

     参考資料 ・第四次長野市教育振興基本計画の施策体系（素々案） 

・児童生徒アンケート実施状況 

・国の第５期教育振興基本計画 諮問の概要 

 

事 務 局  教育委員会事務局総務課（担当：丸山、児島） 

 電話 026-224-5080（直通）／FAX 026-224-5086 

      教育委員会事務局家庭・地域学びの課（担当：寺島） 

      電話 026-224-5082（直通）／FAX 026-224-5104   

 


